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ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。
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このほど小惑星の名前に
なった岩城地域の地名は？ Q2
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来年度民営化する予定の
市内の公立保育園の数は？
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イ
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「おいしいと言ってもらえるのが一番」と話す阿部さん

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送のために使用し、この目的以外には使用しません。
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本荘地域

麺屋 新月

　

店
内
に
は
小
上
が
り
、
テ
ー

ブ
ル
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
席
が
あ

り
、
家
族
や
仲
間
と
食
事
を
楽

し
む
に
も
、
１
人
で
ふ
ら
っ
と

入
る
に
も
ぴ
っ
た
り
の
空
間
。

　

取
材
を
進
め
る
と
、
ラ
ー
油

が
手
作
り
だ
っ
た
り
、
野
菜
炒

め
の
ひ
き
肉
の
下
味
に
も
こ
だ

わ
っ
て
い
た
り
と
、
阿
部
さ
ん

の
研
究
熱
心
さ
が
随
所
に
浮
か

び
上
が
り
ま
し
た
。
常
に
新
た

な
味
を
追
究
す
る
姿
勢
を
忘

れ
な
い「
麺
屋
新
月
」。
今
後
の

展
開
に
も
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

○営業時間／
  11時～21時
○定休日／
　　　不定休

麺屋新月

●●●●●

子
吉
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学
校

子
吉
郵
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局

中
央
保
育
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JR
羽
越
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線
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海
山
ろ
く
線

10808108

薬師堂駅薬師堂駅

●

●

ろ
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線

ろ
く
線

師堂駅堂駅堂駅師堂堂師堂師師堂駅
麺
屋
新
月

みそ野菜ラーメン。炒めた野菜の香ばしさと
みそベースのスープの香りが食欲をそそる

手早く野菜を
炒める阿部さん

初めての人は、
人気ランキング
を参考にどうぞ。

○営
1
○定

麺

店
主
の
阿
部
毅
敏
さ
ん

（
38
歳
）に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

■
創 

業 

　

い
く
つ
か
の
飲
食
店
勤
務
を

経
て
自
分
の
店
を
持
ち
た
い
と

思
い
、
平
成
21
年
に
横
手
市
平

鹿
町
で
ラ
ー
メ
ン
屋
を
開
店
、

昨
年
６
月
に
今
の
場
所
に
移
転

し
て
き
た
。
も
と
も
と
東
由
利

地
域
出
身
な
の
で
、
由
利
本
荘

市
に
店
を
構
え
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
。
今
は
奥
さ
ん
と

２
〜
３
人
の
従
業
員
と
で
店
を

切
り
盛
り
し
て
い
る
。

■
メ
ニ
ュ
ー

　

幅
広
い
層
に
受
け
入
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
ス
ー
プ
は
醤
油

ベ
ー
ス
、
味
噌
ベ
ー
ス
、
塩
ベ
ー

ス
の
３
種
類
を
キ
ー
プ
し
て
い

る
。
定
番
の
ラ
ー
メ
ン
を
大
事

に
し
つ
つ
、
鶏
白
湯
な
ど
期
間

限
定
の
メ
ニ
ュ
ー
も
随
時
開
発

し
、
常
に
新
し
い
も
の
を
取
り

入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

人
気
の「
ま
ぜ
そ
ば
」
は
期
間

限
定
の
つ
も
り
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
定
着
し
た
一
品
。

チ
ー
ズ
や
ガ
ー
リ
ッ
ク
、
ベ
ビ
ー

ス
タ
ー
や
エ
ビ
マ
ヨ
な
ど
11
種

の
具
材
が
乗
っ
た
ち
ょ
っ
と

ジ
ャ
ン
ク
な
一
杯
だ
が
、
若
者

を
中
心
に
や
み
つ
き
に
な
る
人

が
多
い
。
混
ぜ
て
い
く
う
ち
に

味
が
ど
ん
ど
ん
変
化
す
る
の
で
、

最
後
ま
で
飽
き
ず
に
食
べ
ら
れ

る
は
ず
。
こ
の
ほ
か
、
手
作
り

餃
子
も
自
信
作
。

■
よ
こ
ろ
び

　

最
近
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
、
あ

り
が
と
う
」
と
か
わ
い
ら
し
い

手
書
き
の
メ
モ
を
残
し
て
く
れ

た
子
ど
も
の
お
客
さ
ん
が
い
て

感
激
し
た
。大
変
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
お
客
さ
ん
か
ら
の
言
葉

が
何
よ
り
励
み
に
な
る
。

■
こ
れ
か
ら

　

由
利
本
荘
市
で
店
を
始
め
て

か
ら
ま
だ
１
年
半
く
ら
い
な
の

で
、
ま
ず
は
こ
の
場
所
に
し
っ

か
り
な
じ
ん
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
認
め
ら
れ
る
店
に
し
た
い
。

市
内
の
ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
仲
間

か
ら
も
刺
激
を
も
ら
っ
て
い
る

の
で
、
負
け
な
い
よ
う
に
研
究

を
続
け
て
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を

作
っ
て
い
き
た
い
。

た
け
と
し

■■
よ最

り
が
り手

書
手

子

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
ま
ぜ
そ
ば
は

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
ま
ぜ
そ
ば
は

太
麺
で
食
べ
応
え
バ
ッ
チ
リ

太
麺
で
食
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応
え
バ
ッ
チ
リ

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
ま
ぜ
そ
ば
は

太
麺
で
食
べ
応
え
バ
ッ
チ
リ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内

各
地
域
の
「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
本
荘
地
域
の
「
麺
屋
新
月
」
で
す
。
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上：モデルロケットを製作し、道川海岸
　　で打ち上げた60周年記念イベント
　　　　　　　　　　　（昨年10月17日）
下：小惑星「ミチカワ」誕生のきっかけ
　　となった記念講演　　（岩城会館で）
左：道川海岸に立つ「日本ロケット発祥
　　記念之碑」

 　

道
川
海
岸
は
昭
和
30
年
８
月
、

東
京
大
学
の
糸
川
英
夫
博
士
が
国

内
初
の
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
（
全

長
23
㌢
、
２
０
０
㌘
）
の
打
ち
上

げ
に
成
功
し
た
「
秋
田
ロ
ケ
ッ
ト

実
験
場
」
の
開
設
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
約
80
機
の

飛
翔
実
験
が
実
施
さ
れ
、
昭
和
37

年
４
月
に
は
３
段
式
カ
ッ
パ
９
Ｌ

型
ロ
ケ
ッ
ト
（
全
長
12
・
５
㍍
、
重

さ
１
・
５
㌧
）
が
高
度
３
５
０
㌔

に
達
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
同
年
５
月
、
カ
ッ
パ

８
型
ロ
ケ
ッ
ト
が
発
射
直
後
に
爆

発
し
、
発
射
場
一
帯
が
大
炎
上
。

こ
の
失
敗
と
合
わ
せ
、大
型
ロ
ケ
ッ

ト
で
は
飛
行
高
度
に
制
約
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
験
場
は

能
代
海
岸
や
鹿
児
島
県
内
之
浦
町

（
現
・
肝
付
町
）
へ
と
移
り
、
道
川

海
岸
で
の
宇
宙
工
学
研
究
の
幕
が

下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。
跡
地
に
は
「
日

本
ロ
ケ
ッ
ト
発
祥
記
念
之
碑
」
が

立
っ
て
い
ま
す
。

　
（
一
財
）
日
本
宇
宙
フ
ォ
ー
ラ
ム

か
ら
贈
ら
れ
た
命
名
パ
ネ
ル
は
道

の
駅
「
岩
城
」
内
に
展
示
中
。「
道

川
は
秋
田
県
由
利
本
荘
市
内
の
地

域
名
で
す
。日
本
で
最
初
の
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
場
が
置
か
れ
ま
し
た
」
な

ど
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
惑
星
「
ミ
チ
カ
ワ
」
の
存
在

に
よ
っ
て
道
川
海
岸
が
広
く
知
ら

れ
、
宇
宙
に
対
す
る
興
味
や
関
心

の
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

命
名
パ
ネ
ル
・
写
真
を

道
の
駅｢

岩
城｣

に
展
示
中加藤穂乃華 さん

（岩城小６年・岩城道川 ）

　小学1、2年生の時にロケットの
発射を間近で見ました。母は旅館
で関係者の食事係をし、父も発射
の日には勤めを休んで写真を撮っ
ていました。「『道川』の名前を衛星
か探査機で残せたら」という夢が
惑星の命名でかないました。「宇
宙に一つだけの花」が咲いたよう
で、うれしく思っています。

　学校にもパネルのコピーをいた
だきました。小惑星にロケット発
祥の地「道川」の名前が付いたこ
とはとても喜ばしく、誇りに思っ
ています。家族も「街の名前が大
勢の人に伝わるのではないか」と
話していました。天体望遠鏡で、
「ミチカワ」を見てみたいです。

佐々木静友さん
　（67歳・岩城勝手 ）

「宇宙に一つだけの花」が咲いた

「ミチカワ」命名は私たちの誇り

参考文献　「芸文いわき第９号」（岩城町芸術文化協会編）　

ロ
ケ
ッ
ト
発
射
施
設
（
昭
和
33
年
11
月
頃
）　

下
は
当
時
の
実
験
場
と
関
係
者

夜
間
の
発
射
実
験
で
（
写
真
：
佐
々
木
静
友
さ
ん
所
有
）

Interview

2広報ゆりほんじょう 平成28年12月１日号

昭和30年代に国内初のロケットが打ち上げられた本市岩城地域の道川海岸に
ちなみ、このほど太陽系の小惑星に「ミチカワ」の名前が付けられました。
この惑星を通じて今後も日本ロケット発祥の地・道川海岸が知られ、本市と
宇宙への興味や関心が高まることに、地元や関係者の期待が膨らんでいます。

「ミチカワ」

　

小
惑
星
に
「
ミ
チ
カ
ワ
」
の
名

前
が
付
い
た
き
っ
か
け
は
、
昨
年

10
月
に
岩
城
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
ペ
ン
シ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ

60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
の
講
演

で
の
こ
と
で
す
。

　

講
師
の
阪
本
成
一
・
国
立
天

文
台
チ
リ
観
測
所
長
に
、
地
元
の

佐
々
木
静
友
さ
ん
が
「
い
つ
か
ロ

ケ
ッ
ト
に
こ
こ
『
道
川
』
の
名
前

を
付
け
て
い
た
だ
け
な
い
か
」
と

リ
ク
エ
ス
ト
。
阪
本
所
長
は
「
関

係
先
に
進
言
し
て
み
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
日
本

ス
ペ
ー
ス
ガ
ー
ド
協
会
（
東
京
）

が
平
成
12
年
８
月
に
発
見
し
た
小

惑
星
に
名
前
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
昨
年
12
月
に
「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ

ｋ
ａ
ｗ
ａ（
ミ
チ
カ
ワ
）」
と
命
名

さ
れ
、
今
年
３
月
、
国
際
天
文
学

連
合
が
認
定
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
ミ
チ
カ
ワ
」
は
衝
突
や
合
体
を

繰
り
返
し
な
が
ら
塵
〜
小
石
〜
岩

〜
岩
塊
〜
小
惑
星
へ
と
成
長
し
た

と
考
え
ら
れ
、
直
径
は
推
定
２
・
４

〜
５
・
４
㌔
。
火
星
と
木
星
の
間
に

あ
り
、
４
年
ほ
ど
を
か
け
て
太
陽

の
周
り
を
一
周
し
ま
す
。
明
る
い

星
で
は
な
く
、
残
念
な
が
ら
肉
眼

で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

小
惑
星
「
ミ
チ
カ
ワ
」
の
命
名
パ
ネ
ル
と
、
か
つ
て
の

写
真
な
ど
を
展
示
中
（
11
月
８
日
、
道
の
駅
「
岩
城
」）

小惑星

の名前に！
小
さ
な
星
に
、き
ら
め
く
願
い

！

昨
年　

月
、
イ
ベ
ン
ト
で

発
祥
地
の
命
名
を
切
望

10



　

牛
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
命

の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
と
と
も
に

酪
農
や
食
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
「
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー

ス
ク
ー
ル
！
」
（
県
牛
乳
普
及
協

会
主
催
）
が
11
月
７
日
、
東
由
利

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
柴
田
牧
場
の
協
力
で
、

乳
牛
１
頭
と
ヤ
ギ
１
頭
が
校
庭
に

お
目
見
え
。
３
年
生
13
人
は
、
乳

搾
り
や
餌
や
り
を
体
験
し
た
り
、

聴
診
器
で
牛
の
心
音
を
聞
い
た
り

し
て
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、

生
ク
リ
ー
ム
を
使
っ
た
バ
タ
ー
作

り
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
渡
辺
杏
音
さ
ん
は

「
牛
の
体
が
と
て
も
温
か
か
っ
た
。

い
つ
も
飲
ん
で
い
る
牛
乳
は
牛
か

ら
分
け
て
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
な
、

あ
り
が
と
う
と
い
う
気
持
ち
で

す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

牛
や
ヤ
ギ
と
間
近
で
触
れ
合
え

る
貴
重
な
機
会
と
あ
っ
て
、
会
場

に
は
他
の
学
年
の
児
童
や
地
元
の

保
育
園
児
も
集
ま
り
、
体
を
な
で

た
り
し
て
に
ぎ
や
か
な
声
を
響
か

せ
て
い
ま
し
た
。

齋藤憲三先生・山﨑貞一先生を偲ぶ会懇親
会会費（　商工観光部長）
直根地区集落代表者会行政懇談会懇親会会費
由利中学校創立50周年並びに同窓会設立50
年記念祝賀会会費
羽後交通株式会社創立100周年記念祝賀会
会費（　小野副市長）
「いわき市民ふれあい号」由利本荘市訪問交
換会へ寸志（　小野副市長）
「いわき市民ふれあい号」由利本荘市訪問会
来市時特産品お土産
うごしんクラブ総会懇親会会費
奥羽横断駅伝競走大会レセプション会費
小松勍三氏の瑞宝双光章受章を祝う会会費
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本荘地域（中央・東部）敬老会
本荘地域（西部・石脇）敬老会

タイ王国・台湾トップセールス

「スポーツ立市由利本荘」宣言式典・スポーツ振興大使を囲む会
五役会議
大内総合支所建設工事起工式・安全祈願祭
東由利自治会連絡協議会 管外研修懇親会
国際ソロプチミスト本荘 認証25周年記念式典・祝賀会
民俗芸能伝習拠点施設愛称「名付け親賞」表彰式
全国フットパスの集い2016in由利本荘 フットパスフォーラム
ねんりんピック長崎2016 ソフトボール・剣道競技視察
（長崎県）
五役会議
子吉財産区議会定例会
市功労者選考委員会
由利高原鉄道（株）調査委員会
直根地区集落代表者会 行政懇談会・懇親会
由利本荘市民まつり オープニングセレモニー・褒賞授与式
由利中学校創立50周年並びに同窓会設立50年記念式
典・祝賀会
県郡市対抗剣道大会兼ねんりんピック秋田2017リハー
サル大会
東北市長会役員会議・総会（福島県相馬市）
各期成同盟会等合同要望（秋田市内・由利本荘市内）
うごしんクラブ総会懇親会
市除雪安全祈願祭
五役・部長・支所長会議
奥羽横断駅伝競走大会 開会式・レセプション
奥羽横断駅伝競走大会 スタート
小松勍三氏の瑞宝双光章受章を祝う会

10月1日㈯
2日㈰

10日㈪
11日㈫

12日㈬

13日㈭
14日㈮
15日㈯

19日㈬
20日㈭

21日㈮

22日㈯

23日㈰

25日㈫

27日㈭

28日㈮

29日㈯

タイ王国・台湾「トップセールス」時特産品お土産
県退職公務員連盟由利本荘・にかほ支部秋
季大会祝賀会会費（　総務部長）
TDK本荘工場東サイト竣工記念パーティへ御
祝い（　小野副市長）
企業訪問時特産品お土産
大阪城の秋まつり参加時、九度山町長表敬時等特産品お土産
東京地区大内会総会・懇親会へ寸志（　企業管理者）
「スポーツ立市由利本荘」宣言式典スポーツ
振興大使を囲む会会費
日本ジオパーク全国大会・伊豆半島大会大交
流会参加費（　小野副市長）
東由利自治会連絡協議会管外研修懇親会会費
国際ソロプチミスト本荘認証25周年記念祝賀会会費
農業農村の振興施策に関する意見交換会懇
談会会費（　小野副市長）
全国フットパスの集い2016in由利本荘フット
パス交流会会費（　小野副市長）
関地区道路改良工事安全祈願祭昼食懇談会
会費（　小野副市長）

10月3～8日

4日

6日

7日
7～11日 

8日

10日

12日

13日

15日

16日

29,139

2,000

3,500

3,780
15,390
10,000

5,000

5,000

3,500
7,000

5,000

5,000

2,000

※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

◆「市長の行動」報告（10月分）

◆市長交際費の報告

副市長交際費執行状況

（１）弔　事

（２）会費等 （円）

（円）

（円）
○：代理出席代

合　計

支出日 支出額支　出　内　容

支出日 支出額支　出　内　容

支出額
90,000

件　　　　　数
４　件

○代

○代

○代

○代

○代

○代

○代

○代

○代

○代

合　計

合　計

10月  5日

10日

3,000

5,000

8,000

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
フ
ォ
ト
・
ダ
イ
ア
リ
ー
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い

東由利・豊かな地域づくり研究会懇談会会費（小野副市長出席）
「スポーツ立市由利本荘」宣言式典スポーツ
振興大使を囲む会会費（阿部副市長出席）

「（
社
福
）由
利
本
荘
保
育
会
」
を
設
立

安
心
で
き
る
保
育
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て

「
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
！
」

牛
が
学
校
に
や
っ
て
来
た

　

７
月
に
国
文
化
審
議
会
が
国
有

形
文
化
財
に
登
録
す
る
よ
う
答
申

し
た
岩
城
地
域
亀
田
地
区
の「
佐
々

木
利
三
郎
家
住
宅
」
が
11
月
５
日
、

一
般
公
開
さ
れ
、
市
内
外
か
ら
約

３
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
住
宅
は
明
治
・
大
正
期
に

建
て
ら
れ
た
建
物
な
が
ら
、
藩
政

期
の
建
築
様
式
を
受
け
継
ぎ
、
城

下
の
商
家
住
宅
の
姿
を
今
に
伝
え

て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
建
物
を
調
査
し
た

秋
田
公
立
美
術
大
学
・
工
学
博
士

澤
田
享
教
授
に
よ
る
解
説
の
後
、

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
の
造
り

や
豪
華
な
調
度
品
な
ど
を
じ
っ
く

り
と
見
学
し
ま
し
た
。

　

佐
藤
寛
さ
ん
（
70
歳
・
に
か
ほ

市
）
は
「
仏
間
が
特
に
素
晴
ら
し

く
、
先
祖
を
敬
う
気
持
ち
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
」
と
感
心
し
た
様
子

で
話
し
ま
し
た
。

※

通
常
は
非
公
開
で
す
。

「
佐
々
木
利
三
郎
家
住
宅
」
を
一
般
公
開

藩
政
期
の
建
築
様
式
を
今
に
伝
え
る

「
第
６
回
市
地
域
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

地
域
を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
を
発
表

　

市
の
「
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
」
に
採
択
さ
れ
た
団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
取
り
組
ん
だ
事
業
を
事
例
発

表
す
る
「
第
６
回
市
地
域
づ
く
り

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
11
月
８
日
、

大
内
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
市
内
８
地
域

か
ら
各
１
団
体
が
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
本
荘
地
域
の
南

内
越
花
い
っ
ぱ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
（
小
川
専
一
代
表
）
は

「
川
口
踏
切
花
壇
植
栽
事
業
」
を

紹
介
。
小
川
代
表
は
「
約
20
年
サ

ル
ビ
ア
な
ど
の
花
の
植
栽
を
続
け

た
こ
と
に
よ
り
県
立
大
学
の
学
生

が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
花

壇
は
癒
や
し
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
の
交
流
で
も
大
き
な
役
割
を
持

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
会
場
を
岩
谷
体
育
館

に
移
し
、
地
域
づ
く
り
を
実
践
す

る
10
団
体
と
の
交
流
会
を
開
催
。

参
加
者
た
ち
は
展
示
や
「
笹
子
焼

き
そ
ば
」
な
ど
各
団
体
が
趣
向
を

凝
ら
し
て
作
っ
た
ご
当
地
グ
ル
メ

を
口
に
し
な
が
ら
、
地
域
を
活
性

化
し
た
い
思
い
を
持
つ
仲
間
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

「
第
２
回
県
消
防
救
助
研
究
会
」

市
民
を
守
る
知
識
学
ぶ

　

市
が
民
営
化
を
進
め
る
八
つ
の

公
立
保
育
園
を
運
営
す
る
た
め
の

「
（
社
福
）
由
利
本
荘
保
育
会
」

の
設
立
総
会
が
11
月
11
日
、
広
域

行
政
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
法
人
の
運
営
に
携
わ

る
各
地
域
の
代
表
な
ど
17
人
が
出

席
し
、
予
算
や
役
員
な
ど
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
保
育
会
は
、
各
地
域
で
成
長

し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

と
、
保
護
者
の
子
育
て
を
支
援
す

る
役
割
を
担
い
、
来
年
４
月
か
ら

８
園
を
運
営
し
て
い
く
予
定
で
す
。

※

入
園
な
ど
に
つ
い
て
は
記
事
７
㌻

　

救
助
技
術
の
研
究
と
向
上
を
目

的
と
す
る
「
県
消
防
救
助
研
究

会
」
が
11
月
９
日
、
カ
ダ
ー
レ
で

開
催
さ
れ
、
県
内
の
消
防
関
係
者

約
３
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
横
浜
市
消
防
局
の
河

野
宏
紀
消
防
司
令
が
、
厳
し
い
育

成
や
訓
練
を
伴
う
同
消
防
局
で
の

救
助
隊
員
の
養
成
方
法
な
ど
を
紹

介
。
真
摯
に
物
事
に
取
り
組
む
こ

と
の
大
切
さ
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
各
消
防
本
部
か
ら
の

事
例
発
表
や
研
究
討
議
が
行
わ
れ
、

参
加
者
た
ち
は
真
剣
な
面
持
ち
で

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

3日㈪
   ～8日㈯

16日㈰
 ～18日㈫

20日

21日

23日

24日

25日

27日
28日
29日

4,000

1,500

4,000

10,000

3,240

3,197

6,000
4,000
6,000

138,246
し
ん 

し
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市 政 情 報

市政情報

来
年
４
月
か
ら
の
「
利
用
申
し
込
み
」

受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

市
内
認
可
保
育
所

受
け
付
け
・

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課

☎
24―

６
３
２
０

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課

※予算額には、歳入歳出ともに平成27年度からの繰越分2億5,079万5千円を含みます。

固定資産
流動資産

資 産 合 計

負債資本合計

ガス事業 水道事業

資産の部

固定負債
流動負債
繰延収益
負債合計

負債の部

資本の部

163,233
△29,159
△130,803

3,271
111,839
115,110

2,342,061
175,069
2,517,130
2,314,635
252,010
354,014
2,920,659
974,148

△1,377,677
△403,529
2,517,130

19,494,631
1,566,762
21,061,393
10,142,206
471,326
3,603,516
14,217,048
5,710,186
1,134,159
6,844,345
21,061,393

449,199
361,441
87,758
27,695
18,957
96,496

0
96,496

1,478,798

1,382,302

763,204
572,495
190,709
81,876
97,987
174,598

26
174,572

174,572

52,141
△26,256
△291,219
△265,334
1,691,404
1,426,070

１．業務活動によるキャッシュ・フロー
２．投資活動によるキャッシュ・フロー
３．財務活動によるキャッシュ・フロー
４．現金及び預金の増減額
５．現金及び預金の期首残高
６．現金及び預金の期末残高

１．営業収益
２．営業費用
　　営業利益
３．営業外収益
４．営業外費用
　　経常利益
５．特別損失
　　当期純利益
前年度繰越欠損金
当期未処分利益剰余金
当期未処理欠損金

ガス事業 水道事業

ガス事業 水道事業
キャッシュ・フロー計算書（平成28.4.1～28.9.30） （千円）

貸借対照表（平成28.9.30） （千円）

損益計算書（平成28.4.1～28.9.30） （千円）

８年連続黒字、
実質公債費比率減少など 市財政は年々健全化

今年度上半期の

お知らせします
「財政状況」

ガス・水道事業の執行状況

特別会計の執行状況

　市の決算額の推移をみると、平成20年度から８年
連続の黒字を維持し、標準的な財政規模のうち、実
質的な借金返済額の割合を示す実質公債費比率も
11.5％と年々減少しております。今後も健全で持続
可能な財政運営に努めて参ります。
　皆さんからの貴重な税金や国・県からのお金がど
のような予算規模で、どれくらい使われているか、
表にしています。　　

国民健康保険

後期高齢者医療

診療所運営

休日応急診療所

情報センター

奨 学 資 金

介護サービス

下 水 道

集 落 排 水

簡 易 水 道

ス キ ー 場

財 産 区

計

43.3
28.8
44.2
38.0
30.7
47.6
42.5
42.2
39.2
26.7
32.1
53.2
40.1

39.3
28.9
22.3
58.5
26.5
43.2
51.2
8.4
6.7
9.8
0.3

187.8
26.9

105億4,911万1千円
7億6,039万5千円
3億6,417万3千円
1,074万1千円

5億3,510万3千円
7,508万5千円

3億8,559万2千円
31億2,416万9千円
22億4,453万7千円
19億4,340万9千円
1億6,604万3千円

292万1千円
201億6,127万9千円

41億4,476万4千円
2億1,947万6千円
8,124万0千円
627万9千円

1億4,162万6千円
3,241万6千円

1億9,743万8千円
2億6,315万6千円
1億5,056万1千円
1億8,981万2千円

53万9千円
548万5千円

54億3,279万2千円

45億7,177万6千円
2億1,933万1千円
1億6,094万3千円

408万5千円
1億6,433万9千円
3,574万6千円

1億6,379万9千円
13億1,909万0千円
8億7,993万9千円
5億1,868万5千円
5,338万2千円
155万5千円

80億9,267万0千円

予 算 現 額 支 出 済 額収 入 済 額 執行率（％）収入率（％）会 計 別

※予算額には、歳入歳出ともに平成27年度からの繰越分16億9,834万2千円を含みます。

一般会計の執行状況

民 生 費

土 木 費

公 債 費

総 務 費

農林水産業費

教 育 費

衛 生 費

消 防 費

商 工 費

災 害 復 旧 費

議 会 費

労 働 費

予 備 費

42.9
8.8
48.2
43.3
40.9
39.8
30.4
40.2
37.4
9.4
54.4
58.9
0.0
36.8

58億1,368万1千円
6億4,881万7千円
30億6,204万5千円
26億9,956万4千円
16億5,569万6千円
15億7,552万5千円
8億3,635万3千円
7億6,487万8千円
5億3,874万1千円
5,269万9千円

1億4,440万6千円
1億 494万2千円

0千円
178億9,734万7千円

135億5,143万7千円
73億9,240万1千円
63億4,830万2千円
62億3,977万1千円
40億4,768万9千円
39億5,865万7千円
27億5,448万1千円
19億 95万5千円
14億4,203万1千円
5億6,057万3千円
2億6,559万7千円
1億7,805万7千円
4,447万9千円

486億8,443万0千円

歳　出
予　算　現　額 支　出　済　額 執行率（％）項　　目

歳　出　合　計

歳　入
予　算　現　額 収　入　済　額 収入率（％）項　　目

歳　入　合　計

地 方 交 付 税

市 税

市 債

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 越 金

地方消費税交付金

繰 入 金

諸 収 入

地 方 譲 与 税

使用料及び手数料

分担金及び負担金

財 産 収 入

そ の 他

77.8
56.0
0.0
25.2
29.5
176.6
67.5
1.0
19.9
27.9
45.3
39.0
71.3
41.9
52.5

140億2,636万2千円
42億6,367万9千円

0千円
15億1,916万3千円
11億1,535万2千円
29億2,582万4千円
8億1,416万3千円
1,100万0千円

1億5,407万1千円
1億4,762万4千円
2億3,112万4千円
1億6,423万9千円
1億1,339万4千円
8,306万2千円

255億6,905万7千円

180億3,124万5千円
76億1,100万1千円
67億3,640万0千円
60億2,399万0千円
37億7,613万5千円
16億5,685万6千円
12億 700万0千円
10億5,121万4千円
7億7,249万7千円
5億3,000万0千円
5億1,000万5千円
4億2,094万4千円
1億5,904万0千円
1億9,810万3千円

486億8,443万0千円

歳　　　入 歳　　　出

資 本 金
剰 余 金
資本合計

◇
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　

幼
児
期
の
学
校
教
育
や
保
育
、

地
域
の
子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充

や
質
の
向
上
を
進
め
て
い
く
『
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』
が

平
成
27
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
や
保
育

所
な
ど
の
利
用
に
あ
た
り
、
教

育
・
保
育
の
必
要
性
や
保
育
の
必

要
量
に
応
じ
た
「
支
給
認
定
」
を

受
け
る
た
め
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

認
定
申
請
と
保
育
所
利
用
申
し

込
み
は
同
時
に
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
入

園
希
望
の
方
は
、
各
施
設
へ
直
接

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
市
に｢

保
育
の
必
要
性｣

の
認
定

を
申
請
し
ま
す

※

③
利
用
希
望
の
申
し
込
み
も
同

　

時
に
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　

◀

②
市
か
ら
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
（
２
号
・
３
号
認
定
）

　
　
　
　
　
　

◀

③
保
育
所
な
ど
の
利
用
希
望
の
申

し
込
み
を
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

◀

④
申
請
者
の
希
望
、
保
育
所
な
ど

の
状
況
な
ど
に
よ
り
、
市
が
利
用

調
整
を
し
ま
す
。
利
用
先
の
決
定

後
、
契
約
と
な
り
ま
す

■
保
育
所
利
用
に
つ
い
て

　

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
児
童
の

保
護
者
が
い
ず
れ
も
、
次
の
ど
れ

か
の
事
由
に
該
当
し
、
保
育
の
必

要
性
の
認
定
（
保
育
認
定
）
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
家
の
外
で
労
働
す
る
こ
と
を
常

態
と
し
て
い
る（
月
60
時
間
以
上
）

②
家
の
中
で
子
ど
も
と
離
れ
て
日

常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
す
る
こ

と
を
常
態
と
し
て
い
る

③
出
産
の
前
後（
産
前
産
後
８
週
）

④
病
気
や
負
傷
、
あ
る
い
は
心
身

に
障
が
い
を
有
し
て
い
る

⑤
長
期
に
わ
た
り
病
気
や
心
身
に

障
が
い
の
あ
る
家
族
を
常
時
介
護

し
て
い
る

⑥
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

⑦
就
労
を
希
望
し
、
求
職
活
動
を

お
こ
な
う
（
月
15
日
以
上
）

⑧
日
中
（
１
日
４
時
間
以
上
で
週

４
日
以
上
）
就
学
し
て
い
る

⑨
Ｄ
Ｖ
な
ど
特
別
な
支
援
を
要
す

る
家
庭
と
判
断
さ
れ
た
場
合

■
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

（
受
付
場
所
・
各
保
育
園
に
用
意
）

①
支
給
認
定
申
請
書

②
保
育
所
等
利
用
申
込
書

③
60
歳
未
満
の
家
族
が
子
ど
も
を

保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
（
稼
働
証
明
書
な
ど
）

④
税
関
係
書
類
（
平
成
28
年
１
月

１
日
、
平
成
29
年
１
月
１
日
の
住

所
が
と
も
に
市
内
の
場
合
は
提
出

不
要
）

○
入
所
承
諾
は
申
し
込
み
順
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

12
月
11
日
〜
20
日
は

「
年
末
の
交
通
安
全
運
動
」

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
を
心
が
け
、
歩
行
者
は
夜
間

や
薄
暮
時
間
帯
に
出
歩
く
際
は
反

射
材
を
着
用
す
る
な
ど
、
お
互
い

が
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
相
手
を

思
い
や
り
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

12
月
は―

　

飲
酒
運
転
追
放

　

県
民
運
動
強
調
月
間

　

12
月
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多

く
な
る
時
期
で
す
。
「
飲
ん
だ
ら

乗
ら
な
い
、
乗
ら
せ
な
い
」
を
心

が
け
、
お
酒
を
飲
ん
だ
人
も
飲
ま

せ
た
人
も
注
意
し
あ
い
な
が
ら
、

飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

◇
降
雪
や
気
温
の
低
下
に
よ
る
路

面
の
凍
結
も
心
配
さ
れ
ま
す
の
で
、

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

保
育
所
な
ど
を

利
用
希
望
の
場
合

申込書の受付期間　
12月１日㈭～
　　 平成29年１月20日㈮
  （土・日、祝日、年末年始を除く）

※12月１日時点での保育園の一覧です。
公立保育園は平成29年度から民営化予定
です。

本 荘 保 育 園
風の子保育園
ひかり保育園
石脇東保育園
石脇西保育園
石脇北保育園
中 央 保 育 園
子 吉 保 育 園
石 沢 保 育 園
松ヶ崎保育園
小 友 保 育 園
内 越 保 育 園
矢 島 保 育 園
永 慶 保 育 園
みどり保育園
道 川 保 育 園

22-0662
22-8885
22-0560
22-4183
22-2149
24-3622
23-1313
22-0045
29-2104
28-2054
22-3532
22-3165
27-5656
69-3101
69-2131
73-2202

亀 田 保 育 園
ゆ り 保 育 園
岩 谷 保 育 園
下川大内保育園
上川大内保育園
西 目 保 育 園
川 内 保 育 園
笹 子 保 育 園

72-2353
53-4191
65-2008
66-2111
67-2149
33-2022
57-2010
59-2331

本　荘

地　域 電　話保育所名

矢　島

東由利

岩　城

岩　城
由　利

大　内

西　目

鳥　海

公立保育園

私立保育園

※損益計算書とは、会計期間の事業の経営成績を示したものです。
※貸借対照表とは、財政状態を表したものです。
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新
た
な
農
業
委
員
会
制
度
が

始
ま
り
ま
す 　

今
年
も
い
よ
い
よ
降
雪
期
に
入

り
ま
し
た
。
積
雪
に
よ
る
交
通
障

害
は
市
民
生
活
や
社
会
・
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま

す
。

　

市
で
は
降
雪
に
よ
る
交
通
障
害

を
防
ぎ
、
市
民
生
活
の
安
定
と
社

会
・
経
済
活
動
の
確
保
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
道
路
除
雪
計
画

に
よ
り
、
安
全
な
道
路
交
通
の
確

保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

万
全
な
除
雪
体
制
と
、
円
滑
な

除
雪
作
業
を
行
う
た
め
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
内
一
広
い
面
積
を
持
つ
本
市

の
道
路
除
雪
延
長
は
車
道
と
歩
道

を
合
わ
せ
て
、
約
１
２
６
１
㌖
に

も
及
び
ま
す
。

　

市
が
所
有
す
る
除
雪
機
械
は
１

２
８
台
あ
り
、
さ
ら
に
民
間
か
ら

１
４
５
台
の
機
械
を
借
り
上
げ
し
、

18
カ
所
の
出
動
拠
点
か
ら
除
雪
作

業
を
行
い
ま
す
。

　

朝
一
番
の
除
雪
作
業
は
、
遅
く

と
も
７
時
ま
で
に
は
全
地
域
で
の

完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　

豪
雪
時
の
体
制

　

市
で
は
積
雪
が
沿
岸
部
で
50
㌢

以
上
、
ま
た
は
内
陸
部
で
１
２
０

㌢
以
上
に
な
っ
た
場
合
「
由
利
本

荘
市
道
路
雪
害
対
策
本
部
」
を
設

置
し
ま
す
。

　

対
策
本
部
で
は
道
路
の
交
通
確

保
の
強
化
の
た
め
、
各
総
合
支
所

と
の
連
絡
を
強
化
し
、
相
互
の
応

援
体
制
を
整
え
ま
す
。
な
お
、
平

成
27
年
度
除
雪
費
は
、
７
億
７
千

万
円
を
費
や
し
て
い
ま
す
。

鳥海山･飛島ジオパーク
リレーコラム
「日本海と大地がつくる水と命の循環」

【第24回】

　近年、全国的にニホンジカやイノシシなどの鳥獣が急速に
生息数および分布域を拡大しています。その影響により、農
林水産業はもとよりその地域固有の自然生態系にまで被害が
広がっています。国内ではすでに自然生態系に甚大な被害が
出ているところもあり、世界自然遺産の白神山地でもニホン
ジカの影響が危惧されています。
　鳥海山はどうかというと、昨年の12月に当センターの職員
が鳥海山の麓において北庄内で生息（定着）の記録のないイ
ノシシを撮影しました。また、最近はニホンジカの目撃情報
もちらほら寄せられています。これらが群れから離れ偶然そ
こにいただけなのか、あるいはすでに生息（定着）している
のかどうかは明らかになっておりません。鳥海山は今まで鳥
獣の被害とは無縁でしたが、今後の動向に注意が必要です。
　鳥獣被害はあくまで一例に過ぎず、どういった要因が自然
環境に影響するかについては
まだ明らかになっていないこ
とがたくさんあります。自然
環境保護は見込みの高い要因
への配慮（予防）が基本です。
豊かな鳥海山の自然を変わら
ず後世に残すため、些細な変化
も見逃さないことが重要です。

鳥海南麓自然保護官事務所
（猛禽類保護センター）

鎌田　憲太郎 自然保護官

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
24―

６
２
５
８

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

☎
24―

６
２
２
６

「鳥海山と鳥獣被害」

除
雪　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

  

排
雪
は
「
指
定
雪
捨
て
場
へ
」

　

市
に
は
一
般
の
方
々
に
対
し
て
、

主
に
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
利

用
し
た
運
搬
排
雪
の
た
め
の
雪
捨

て
場
を
指
定
し
て
い
る
地
域
が
あ

り
ま
す
。

　

屋
根
の
雪
や
宅
地
内
で
や
り
場

の
な
い
雪
は
、
指
定
さ
れ
た
雪
捨

て
場
に
運
搬
し
ま
し
ょ
う
。

　

雪
捨
て
場
で
は
他
の
運
搬
車
両

や
除
雪
機
械
が
あ
り
ま
す
の
で
、

場
内
で
は
十
分
気
を
つ
け
て
作
業

し
て
く
だ
さ
い
。

  

ま
た
、
地
域
外
か
ら
の
雪
の
持
ち

込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

雪
捨
て
場
を
指
定
し
て
い
る
地

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
本
荘
・
石
脇
字
田
尻　

レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
広
場（
本
荘
マ
リ
ー
ナ
脇
）

○
矢
島
・
矢
島
町
立
石
字
長
泥　

旧
矢
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

※

本
荘
、
矢
島
地
域
以
外
で
排
雪

場
所
に
お
困
り
の
際
は
、
各
総
合

支
所
建
設
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Mt.Chokai＆Tobishima Island Geopark

鳥海山・飛島ジオパーク

2015年12月鳥海南麓で（長船裕紀撮影）

県
内
一
広
い
面
積
を

迅
速
に
除
雪

①車道には雪を出さない
宅地内の雪を車道に出さないでください。交通
渋滞や事故の原因となり危険です。
②路上駐車は除雪の妨げに
路上への違法駐車、故障車両の放置はしないで
ください。
③玄関前の除雪は各家庭で
玄関先や車庫から道路へ出る間口の除雪は各家
庭で行ってください。
④除雪車に近づかない
前進後退を繰り返すことが多く危険です。
⑤道路上の障害物は撤去
道路上に置かれた鉄板やブロック、道路にはみ
出す樹木や生け垣は、除雪の妨げになりますの
で、撤去やせん定をしてください。
⑥流雪溝以外の道路側溝などに雪を捨てない
水が路面に溢れ、凍結の原因にもなります。

安全・スムーズな除雪作業のために
ご協力ください

■本荘地域　雪捨て場位置

※休日・夜間は、
宿直または警備会
社につながります。
住所・氏名・電話
番号などをお伝え
ください。その後、
除雪担当者から問
い合わせされた方
に直接ご連絡しま
す。

■問い合わせ先

55-4955
73-2015
53-2115
65-2802
69-2115
33-4616
57-2204

55-4955
73-2011
53-2111
65-2211
69-2110
33-2211
57-2201

矢 島
岩 城
由 利
大 内
東由利
西 目
鳥 海

地域・所管課 連絡先 休日・夜間の連絡先

各総合支所
建　設　課

建設管理課本　荘 24-6341 24-3321
080-2831-7668

◇
農
業
委
員
会
改
革
を
目
的
と
し

た
法
改
正
に
よ
り
、
本
年
４
月
か

ら
農
業
委
員
会
が
行
う
事
務
や
組

織
の
あ
り
方
な
ど
が
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
改
革
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
務
の
重
点
化

　

従
来
の
許
認
可
事
務
の
ほ
か
、

「
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」

に
関
す
る
次
の
活
動
が
最
重
要
事

務
と
さ
れ
ま
し
た
。

①
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化

②
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

③
新
規
参
入
の
促
進

組
織
の
見
直
し

　

最
重
要
事
務
で
あ
る
「
農
地
利

用
の
最
適
化
」
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
（
以
下
「
推
進
委
員
」
）
」
を

新
設
。
推
進
委
員
は
農
業
委
員
と

連
携
し
て
こ
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

選
任
方
法
の
見
直
し

①
従
来
、
選
挙
に
よ
り
選
出
し
て

い
た
農
業
委
員
を
、
市
議
会
の
同

意
を
得
て
市
長
が
任
命
す
る
よ
う

改
め
ま
し
た
。
推
進
委
員
は
農
業

委
員
会
が
担
当
区
域
を
定
め
委
嘱

し
ま
す
。

②
農
業
委
員
お
よ
び
推
進
委
員
は
、

農
業
者
・
農
業
団
体
ほ
か
か
ら
、

募
集
・
公
表
な
ど
の
手
続
き
を
経

て
選
任
さ
れ
ま
す
。

③
農
業
委
員
の
過
半
は
認
定
農
業

者
を
任
命
し
、
青
年
・
女
性
の
登

用
に
も
配
慮
し
ま
す
。
ま
た
、
農

業
委
員
会
業
務
に
利
害
関
係
の
な

い
委
員
を
１
人
以
上
任
命
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
本
市
で
は
、
現
農
業
委
員
の
任

期
満
了
後
の
平
成
29
年
８
月
か
ら

新
た
な
体
制
に
移
行
し
ま
す
が
、

農
業
委
員
・
推
進
委
員
の
定
数
は

12
月
市
議
会
で
審
議
さ
れ
る
予
定

で
す
。

選
任
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

平
成
29
年
１
月
〜
３
月　

農
業
委

員
・
推
進
委
員
の
推
薦
・
募
集
を

実
施

平
成
29
年
４
月　

推
薦
・
募
集
結

果
を
尊
重
し
、
農
業
委
員
・
推
進

委
員
候
補
を
内
定

平
成
29
年
６
月
議
会　

農
業
委
員

選
任
議
案
に
市
議
会
が
同
意

平
成
29
年
８
月　

市
長
が
農
業
委

員
を
任
命
、
農
業
委
員
会
が
推
進

委
員
を
委
嘱

　

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク

「
由
利
本
荘
エ
リ
ア
」
の
大
地
の

魅
力
を
表
現
し
た
ス
イ
ー
ツ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま

す
！

応
募
作
品
の
条
件

①
本
市
の
大
地
（
山
、
川
、
海
、

滝
、
地
層
、
岩
石
、
湿
原
、
高
原
、

化
石
な
ど
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ

の
特
徴
を
活
か
し
て
い
る
こ
と

②
本
市
の
食
材
を
最
低
１
品
目
以

上
使
用
す
る
こ
と

③
未
発
表
の
創
作
レ
シ
ピ
で
あ
る

こ
と

審
査
基
準　

味
、
見
た
目
、
大
地

の
特
徴
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
、

独
創
性
、
商
品
化
で
き
る
か
な
ど

を
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。
１
次

審
査
通
過
者
に
は
作
品
を
ご
持
参

い
た
だ
き
、
試
食
を
含
め
た
審
査

を
行
い
ま
す
。

賞　

最
優
秀
賞
（
１
点
）　

図
書

カ
ー
ド
３
万
円
分
、
優
秀
賞
（
数

点
）　

図
書
カ
ー
ド
１
万
円
分

対
象　

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー

ク
に
関
心
の
あ
る
個
人
、
団
体

（
プ
ロ
・
ア
マ
は
問
い
ま
せ
ん
）

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
上
、
作
品
の
写
真

を
添
付
し
、
郵
送
、
持
参
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い

※

応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
総

合
政
策
課
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

平
成
29
年
１
月
10
日

㈫
（
当
日
必
着
）

ジ
オ
ス
イ
ー
ツ

ジ
オ
ス
イ
ー
ツ

ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ

ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト

コ
ン
テ
ス
ト

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

ジ
オ
ス
イ
ー
ツ

ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業



県
種
苗
交
換
会　

農
林
水
産
大
臣
賞

　
　
　

    

齋
藤
さ
ん
・　
　
　

 　

相
庭
さ
ん
が
受
賞

　

第
１
３
９
回
県
種
苗
交
換
会
が
10
月
29

日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
湯
沢
市
で
開
催
さ

れ
、
本
市
か
ら
は
齋
藤
亨
さ
ん
（
55
歳
・
西

目
町
西
目
）
の
り
ん
ご
（
秋
田
紅
あ
か
り
）

と
、相
庭
安
一
さ
ん
（
67
歳
・
矢
島
町
元
町
）

の
乾
牧
草
（
リ
ー
ド
カ
ナ
リ
ー
グ
ラ
ス
）

が
、
最
高
賞
で
あ
る
農
林
水
産
大
臣
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

２
人
は
同
月
７
日
、
市
役
所
で
小
野
副

市
長
に
受
賞
を
報
告
。
齋
藤
さ
ん
は
「
思

わ
ぬ
結
果
で
驚
い
て
い
ま
す
」
と
、
ま
た

相
庭
さ
ん
は
「
受
賞
を
こ
れ
か
ら
の
糧
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

来
年
の
種
苗
交
換
会
は
本
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

月
29

催
さ
催
さ

歳
・
西

か
り
）

元
町
）

10広報ゆりほんじょう 平成28年12月１日号

秋
田
県
麺
類
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

三
六
温
泉･

佐
々
木
さ
ん
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

長
年
、
生
活
衛
生
の
普
及
向
上
な
ど
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
秋
田
県
麺

類
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
元
副
理
事
長
で
あ
る
、
佐
々
木
正
光
さ
ん
（
73
歳
・

二
十
六
木
）
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
は
同
組
合
の

本
荘
支
部
長
、
副
理
事
長
を
歴

任
し
、
組
合
活
動
の
推
進
や
衛

生
環
境
の
向
上
に
務
め
て
き
ま

し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
「
立
派
な
表

彰
を
受
け
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
家
族
や
組
合
員
の
支
え
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
喜
び
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
希
望
郷
い
わ
て
大
会
」
陸
上
競
技

佐
々
木
ミ
カ
さ
ん
が
２
種
目
で
優
勝

　

第
16
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
希
望
郷
い
わ
て
大
会
が
10
月
22
〜

24
日
、
岩
手
県
で
行
わ
れ
、
陸
上
競
技
３
種
目
に
出
場
し
た
佐
々
木
ミ
カ

さ
ん
（
ゆ
り
支
援
学
校
高
等
部
）
が
、
１
０
０
㍍
・
２
０
０
㍍
優
勝
、
４×

１
０
０
㍍
リ
レ
ー
２
位
と
初
出
場
な
が
ら
見
事
な
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
「
初
め

て
の
出
場
で
緊
張
し
た
が
、

１
０
０
㍍
と
２
０
０
㍍
の

２
種
目
と
も
自
己
ベ
ス
ト

で
走
れ
て
う
れ
し
い
。
と

て
も
気
持
ち
よ
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
、
笑
顔
を
見

せ
ま
し
た
。

希
望
郷
い
わ
て
国
体

▼
弓
道

○
成
年
女
子  

近
的
競
技
〈
優
勝
〉

　

阿
部
恵
実
（
鳥
海
ダ
ム
工
事
事
務
所
）、

　

堀
内
智
穂
美
（
堀
内
陽
光
フ
ァ
ー
ム
）、

　

畠
山
康
（
秋
田
県
弓
道
連
盟
）

▼
ボ
ー
ト
競
技

○
少
年
男
子  

舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

　
〈
決
勝
６
位
入
賞
〉

　

佐
伯
優
介
（
本
荘
高
校
）、
佐
藤
雅

　

也
（
同
）、
佐
藤
大
也
（
同
）、
村
上

　

真
之
輔
（
同
）、
佐
藤
隼
（
同
）、
三

　

森
智
広
（
同
）

希
望
郷
い
わ
て
大
会

▼
陸
上
競
技

○
１
０
０
㍍
・
２
０
０
㍍

　
〈
少
年
女
子
１
位
〉

　

４×

１
０
０
㍍
リ
レ
ー

　
〈
少
年
女
子
２
位
〉

　

佐
々
木
ミ
カ（
ゆ
り
支
援
学
校
）

▼
卓
球

○
一
般
卓
球
〈
少
年
男
子
３
位
〉

　

太
田
恭
史
（
ゆ
り
支
援
学
校
）

▼
ボ
ウ
リ
ン
グ

○
壮
年
女
子
２
組
〈
３
位
〉

　

小
松
栄
美
子

入賞･表彰
おめでとうございます

栄
光

第
71
回
国
民
体
育
大
会   

希
望
郷
い
わ
て
国
体

第
16
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会   

希
望
郷
い
わ
て
大
会

優
勝
・
入
賞
し
た
選
手
の
み
な
さ
ん  

（
敬
称
略
）

リ
ン
ゴ

乾
牧
草

左から 齋藤さん、小野副市長、相庭さん
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そ
の
他

■本荘地域のミニチャレンジデー
　尾崎スポーツクラブとさま
ざまな種目に親しみましょう。
体育館用の運動靴を持って運
動着でお越しください。
◇日時・内容…12日㈪　８人
制バレーボール、13日㈫　卓
球・ミニテニス、14日㈬　ミ
ニテニス、15日㈭　バスケッ
トボール、16日㈮　バドミン
トン、17日㈯　９人制バレー
ボール　19時～
◇会場…尾崎小学校体育館　
◇参加料…無料
問 …本荘教育学習課　☎２２
―２６７３

■本荘市民謡愛好会
　 「年末謝恩」民謡ショー
　今年１年の会の歌い納めと
して民謡ショーを開催します。
◇日時… 12月24日㈯　13時
～　◇会場…鶴舞温泉（２階
大広間）　◇観覧料…無料
問 …本荘市民謡愛好会　小
松さん　☎０８０―５５７６―
１１９６

■ふれあい交流会
◇日時… 12月17日㈯　10時
～11時半　◇会場…ハーブ
ワールドＡＫＩＴＡ　◇対象…
障がいをお持ちの方（年齢不
問）　◇内容…クリスマスリー
ス作り教室　◇参加料…無料
申込  問 … 12月７日㈬　正午
まで、秋田県心身障害者コロ
ニー管理課　松井さん　☎３
３―２２５５

■リソナンツァ　ムジカーレ
　第31回演奏会
◇日時…12月４日㈰　14時～
（13時半開場）　◇会場…カ
ダーレ　大ホール　◇チケッ
ト料…千円、学生７００円（前
売り・当日共通）　◇チケット
取り扱い…コンノ楽器、つち
だ楽器、ゆりぷらざ
問 …武田さん　☎２２―１１
６７

■ひなたに参加しませんか
◇日時…12月15日㈭　13時半
～16時半（遅刻早退かまいま
せん）　◇会場…カダーレ和室
　◇対象…ひきこもりなど人
間関係で足踏みしている方
問 …三浦さん　☎２３―２１
９２、福祉支援課　☎２４－
６３１５

相　

談

12月10日～ 16日は
北朝鮮人権侵害問題啓発週間です

北朝鮮による日本人拉致容疑事案について情報をお持ちの方は次まで
お知らせください。　　秋田県警察本部　☎０１８―８６３―１１１１、
由利本荘警察署　☎２３―４１１１

第
54
回
市
男
女
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

日
時　

平
成
29
年
１
月
29
日
㈰　

９

　

時
〜
（
受
け
付
け
８
時
半
〜
）

会
場　

尾
崎
小
学
校　

体
育
館

参
加
料　

１
チ
ー
ム
千
円

参
加
資
格　

市
在
住
の
18
歳
以
上
の

　

男
女
で
構
成
さ
れ
た
町
内
チ
ー
ム
、

　

ま
た
は
同
好
会
チ
ー
ム

定
員　

16
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

平
成

　

29
年
１
月
６
日
㈮
ま
で
、
ス
ポ
ー

　

ツ
課　

☎
32―

１
３
３
４

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集

受
講
対
象
者　

県
内
在
住
の
ひ
と
り

　

親
家
庭
の
父
母
お
よ
び
寡
婦

講
習
日
時　

１
回
目
：
応
募
書
類
と

　

面
接
の
ポ
イ
ン
ト
＝
平
成
29
年
２

　

月
14
日
㈫
、
２
回
目
：
名
刺
作
成

　

と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
＝
平

　

成
29
年
２
月
15
日
㈬　

い
ず
れ
も

　

10
時
〜
正
午

実
施
会
場　

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館

　

９
階　

会
議
室
（
秋
田
市
） 

定
員　

５
人
程
度

受
講
料 

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

平
成

　

29
年
２
月
10
日
㈮
ま
で
、
子
育
て

　

支
援
課　

☎
24―

６
３
１
９

※

申
し
込
み
に
は
写
真
１
枚
（
４
㌢

　

×

３
㌢
）
が
必
要
で
す
。

 「
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

同
じ
思
い
の
仲
間
と
お
茶
を
飲
ん

だ
り
、
お
話
を
し
て
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
24
日
㈯　

10
時
半
〜
15

　

時
（
申
し
込
み
不
要
）

会
場　

鶴
舞
会
館
１
階　

和
室

対
象　

こ
こ
ろ
に
問
題
を
抱
え
て
い

　

る
方

参
加
料　

１
０
０
円
（
お
茶
代
）

問
い
合
わ
せ
先　

精
神
福
祉
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
「
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
」
事
務

　

局　

☎
０
９
０―

４
０
４
９―

３

　

１
８
１

市
の
各
種
無
料
相
談

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

毎
週
木
曜
日　

13
時
15
分
〜

　

17
時
（
12
月
29
日
は
お
休
み
）

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

12
月
14
日
㈬　

９
時
半
〜
11

　

時
半

　

  「
お
知
ら
せ
」
に
は
、
主
催
団
体
な
ど
を
所
管
す
る
市
の
担
当
課
の
承
認
を
得
た
内
容
の
記
事

を
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
の
際
は
、
各
担
当
課
へ
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 （
記
事
の
締
め
切
り
は
発
行
日
の
約
20
日
前
。
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
。）

◇
掲
載
基
準　

…

知知

募　

集

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

　

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
、
架
空
請
求
、

多
重
債
務
な
ど
消
費
に
関
す
る
こ
と

で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
閉
庁
日
を
除

　

く
）　

９
時
〜
16
時

会
場　

市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

12
月
27
日
㈫　

10
時
〜
15
時

　

 （
予
約
は
５
日
㈪ 

９
時
か
ら
）

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
相
談
室　

☎

　

24―

６
２
５
１

秋
田
県
司
法
書
士
会

女
性
相
談
会

　

女
性
限
定
の
予
約
不
要
の
相
談
会

で
す
。
女
性
司
法
書
士
が
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

日
時　

12
月
17
日
㈯　

10
時
〜
15
時

　

半
（
受
け
付
け
９
時
半
〜
15
時
）

会
場　

秋
田
県
司
法
書
士
会
館
３
階

相
談
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
司
法
書
士

　

会　

☎
０
１
８―

８
２
４―
０
１

　

８
７

税
納
付
・
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　

12
月
の
水
曜
日
・
木
曜
日
は
窓
口

を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
、
市
税
・

国
保
税
の
納
付
と
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

開
設
日　

12
月
１
日
、
７
日
、
８
日
、

　

14
日
、
15
日
、
21
日
、
22
日
、
28
日

開
設
場
所　

市
役
所
収
納
課

問
い
合
わ
せ
先　

収
納
課　

☎
24―

　

６
２
５
６

小
惑
星
「
ミ
チ
カ
ワ
」
の
命
名
パ
ネ
ル
と
、
か
つ
て
の

写
真
な
ど
を
展
示
中
（
11
月
８
日
、
道
の
駅
「
岩
城
」）
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○休館日
中央図書館
岩城図書館
由利図書館
出羽伝承館

13日㈫、27日㈫～31日㈯
５日㈪、12日㈪、19日㈪、23日㈮、26日㈪、28日㈬～31日㈯
23日㈮、29日㈭～31日㈯
５日㈪、10日㈯、12日㈪、19日㈪、24日㈯、26日㈪、29日㈭～31日㈯　※９日㈮は17時閉館

　12月10日㈯から市内各館の年内最終開館日まで、
図書などの貸出期間と冊数を次のとおり変更します。
貸出冊数　10冊→15冊（図書のみ）　
貸出期間　15日→22日（図書・AV資料）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
時
は

家
屋
滅
失
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
時
に
は
、
家

屋
滅
失
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。（
法

務
局
で
滅
失
登
記
を
さ
れ
た
場
合
は

不
要
で
す
）

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
時
点

の
状
況
に
も
と
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま

す
。
年
内
に
家
屋
滅
失
届
の
提
出
（
ま

た
は
法
務
局
で
滅
失
登
記
）
を
さ
れ

ま
す
と
、
翌
年
度
の
そ
の
家
屋
に
つ

い
て
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

す
で
に
取
り
壊
さ
れ
て
い
る
場
合

で
も
、
年
内
に
家
屋
滅
失
届
が
提
出

さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
実
際
に
年
内

に
取
り
壊
し
が
さ
れ
た
か
ど
う
か
現

地
確
認
で
き
な
い
た
め
、
原
則
と
し

て
翌
年
度
も
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

家
屋
滅
失
届
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

　

☎
24―

６
３
０
５
、
ま
た
は
各
総

　

合
支
所
振
興
課

油
類
の
取
り
扱
い
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

家
庭
に
設
置
し
て
い
る
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
タ
ン
ク
の
転
倒
防
止
対
策
は
大
丈

　

夫
で
す
か
？

②
タ
ン
ク
と
配
管
の
結
合
部
分
は
、
タ

　

ン
ク
が
揺
れ
て
も
損
傷
し
な
い
よ

　

う
な
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

油
の
取
り
扱
い
は
十
分
に
注
意
を
!

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク

に
移
し
替
え
て
い
る
最
中
に
目
を
離

し
た
り
、
移
し
替
え
た
後
に
ホ
ー
ム

タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
忘
れ
た
た

め
に
油
が
流
出
し
た
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

も
し
油
が
流
出
し
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を
!

　

自
分
で
き
れ
い
に
し
た
つ
も
り
で

も
、
地
面
に
し
み
こ
ん
だ
油
が
時
間

が
経
っ
て
か
ら
水
路
に
流
出
し
た
こ

と
や
、
雨
が
降
っ
た
と
き
に
流
れ
出

て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
し
も

油
が
流
出
し
た
ら
速
や
か
に
お
近
く

の
消
防
署
、
警
察
署
、
市
役
所
生
活

環
境
課
、
各
総
合
支
所
や
保
健
所
等

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課

　

☎
22―
４
２
８
７

食
べ
物
を
大
切
に
!

 「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
そ
う
!

　

市
で
は
「
全
国
お
い
し
い
食
べ
き

り
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
に

参
加
し
、
食
品
ロ
ス
（
残
飯
）
の
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
食
べ
残

し
が
多
く
な
り
が
ち
な
忘
年
会
・
新

年
会
シ
ー
ズ
ン
、
市
民
と
飲
食
業
の

み
な
さ
ん
で
協
力
し
て
食
品
ロ
ス
を

減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に…

○
予
約
の
際
は
人
数
、
年
齢
構
成
な

　

ど
を
お
店
に
伝
え
適
量
の
注
文
を

　

心
が
け
ま
し
ょ
う

○
幹
事
か
ら
「
お
い
し
く
食
べ
き
ろ

　

う
」
の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す

○
開
始
30
分
、
終
了
前
10
分
は
し
っ

　

か
り
食
べ
る
「
食
べ
き
り
タ
イ
ム
」

　

に
し
ま
し
ょ
う

○
食
べ
き
れ
な
い
料
理
は
み
ん
な
で

　

分
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
持
ち
帰
り

　

が
で
き
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

☎

　

24―

６
２
５
３

本
荘
税
務
署
「
決
算
説
明
会
」

　

個
人
事
業
者
を
対
象
に
、
決
算
に

当
た
っ
て
の
留
意
事
項
、 

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
利
用
の
仕
方
な
ど
基
本
的
な
事
項

に
つ
い
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

説
明
時
間　

１
時
間
半
程
度

持
ち
物　

年
末
調
整
関
係
書
類
、
筆

　

記
用
具

白
色
申
告
者

営
業
所
得
者
・
不
動
産
所
得
者
に

対
す
る
説
明
会
日
程

　

12
月
８
日
㈭　

10
時
〜
（
市
職
業

　

訓
練
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
）

農
業
所
得
者
の
説
明
会
日
程

　

12
月
14
日
㈬　

10
時
〜
（
Ｊ
Ａ
秋

　

田
し
ん
せ
い
本
店　

第
１
会
議
室
）

青
色
申
告
者

営
業
所
得
者
・
不
動
産
所
得
者
に

対
す
る
説
明
会
日
程

　

12
月
８
日
㈭　

13
時
半
〜
（
市
職

　

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
）

　

12
月
９
日
㈮　

10
時
〜
、
13
時
半

　

〜
（
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
２
階

　

大
会
議
室
）

農
業
所
得
者
の
説
明
会
日
程

　

12
月
14
日
㈬　

13
時
半
〜
（
Ｊ
Ａ

　

秋
田
し
ん
せ
い
本
店　

第
１
会
議

　

室
）

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
税
務
署
個
人

　

課
税
部
門　

☎
22―

２
３
３
５

　
（
音
声
案
内
で
２
番
を
選
択
）

○12月の各館行事カレンダー

４㈰

10時～

10時30分～

10時30分～

10時30分～

13時15分～

10時30分～

10時30分～

13時30分～

10時30分～

10時30分～

中央８㈭
22㈭

由利

中央

由利
10㈯

12㈪

中央

中央

中央

17㈯ 出羽

24㈯
中央

由利

おはなしでてこい 絵本の読み聞かせ　ほか

秋田県よろず支援拠点無
料相談（郷土資料室）

ヨミキカセ・ワールドワ
イド（お話室）

民話紙芝居 由利の民話シリーズ紙芝居上演　ほか

専門家によるビジネスの無料相談

えほんでこんにちは（お話室） 絵本の読み聞かせ　ほか

古典講座（研修室１・２） 芭蕉 蕪村 一茶 と共に歩く　　　　～蕪村（その一）～

由利の民話シリーズ紙芝居上演　ほか

おはなしのへや

民話紙芝居

絵本の読み聞かせ　ほか

本荘お母さん読書会公開例会 図書名『富嶽百景』太宰治

出演：つくしんぼ

担当：あきた企業活性化センター
秋田県よろず支援拠点

出演：民話サークル

絵本の読み聞かせ　ほかおはなし劇場（お話室） 出演：おはなしたんぽぽの会

出演：ゆりかごの会

講師：鈴木 タキ さん

出演：民話サークル

出演：すずめの巣

講師：中川 節子 さん

外国語による絵本の読み聞かせ 出演：国境なき話し手

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館
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㋕カダーレ  ㊥中央公民館  ㋐アクアパル 総合体育館  ㋛シーガル総

１ 木
２ 金

３ 土

４ 日

５ 月

６ 火

７ 水
８ 木

大須賀絵画教室展（～８日）　10時～18時
　　　　　　　　　　　　（６日正午から、８日17時まで）　㋕

高校生就職活動サポートセミナー　13時～　㋕

全日本アンサンブルコンテスト　第38回秋田県大会
　　    中央地区予選由利本荘大会　10時～　入場料あり　㋕

はっぴぃさぁくるフリーマーケット★
　　   手作りマーケット合同イベント　９時半～14時半　㋕

CHRISTMAS  LIVE@カダーレ　19時半～　入場料あり　㋕

BRONZE道心PRESENTS WE MAKE HISTORY!
　　  ～ 私たちが歴史を作る! ～　18時～　入場料あり　㋕

おとなの社会科８時間目「エコ生活のススメ」 　14時～15時　㋕
シルバーカレッジ「鳳山学園」 　10時～正午　㊥
男女共同参画市民講座　13時半～15時　㋕

人形劇フェスティバル２０１６　９時半～　㋕
冬の貝殻細工教室　９時40分～12時半　参加料あり　㋐

由利耕心大学　10時～15時　㋛

HUYUNONE（ピアノ発表会）　13時半～　㋕
元気を引き出すハッピー講座　14時～15時半　㊥
ライブ〈Coming  Home  for  Christmas〉　18時半～　入場料あり　㋐
ぽぽろCUP２０１６  IN  OHUCHI  JHS（男子・女子）（～25日）　８時～18時　 総

古典講座「蕪村（その一）」 　13時半～15時　㋕
第１回カダーレアート講習会～ アクリル絵の具で描く ～　10時～17時　受講料あり　㋕
第12回特別支援学校交流バスケットボール大会
　　　　　　　　　　　   　ゆり養カップ　８時～17時　 総

図書館講座「本荘お母さん読書会共催読書会」 　13時15分～15時半　㋕
㋐　　　休館日総

本荘由利中学校フットサル大会（～11日）　８時～17時　 総

リソナンツァ　ムジカーレ第31回演奏会　14時～　入場料あり　㋕
ゴスペルサークル Wish クリスマスライブ　13時半～　㋐
第19回全県ジュニアバドミントン選手権大会　８時～18時　総

Life×Music vol.３　泉谷しげる　18時～　入場料あり　㋕
本荘由利児童生徒美術展（～５日）　９時～18時（５日 15時まで）　㋕
映画「ルドルフとイッパイアッテナ」　14 時半～　入場料あり　㋐
科学フェスティバル　９時半～15時半　総

９ 金
10 土
11 日

12 月
13 火
14 水
15 木
16 金

17 土

18 日
19 月
20 火
21 水
22 木

23 金

24 土

25 日
26 月
27 火
28 水
29 木
30 金
31 土

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

１

㋐　休館日

㋐　休館日

㋕　休館日

㋕　休館日

今月の移動図書館
 【本荘】本荘第一病院８階ラウンジ
　　　   12月16日㈮　13時～16時
 【大内】上川大内出張所・下川大内出張所※
 【鳥海】笹子出張所※
※大内・鳥海の施設は毎月１回入れ替えて常設しています。

クリスマスおはなし会＆ぬいぐるみのおとまり会
　 「ぬいぐるみのおとまり会」では、お気に入り
のぬいぐるみを岩城図書館にお泊まりさせ、図書
館探検などの様子を写真にしてお返しします。希
望する方はぬいぐるみ（１人１体）をご持参の上、
クリスマスおはなし会にご参加ください。
日時　12月10日㈯　13時半～13時50分
対象　小学生までのお子さん　  会場　岩城図書館
問い合わせ先　岩城図書館　☎７３―３６７３

おとなの社会科８時間目「エコ生活のススメ」
日時　12月16日㈮ 　14時～15時
会場　研修室２　　講師　生活環境課職員
定員　20人　　参加料　無料（要申し込み）
申し込み・問い合わせ先
　中央図書館　☎２２―４９００

　市では、高齢者による交通事故の減少を図
るため、運転免許証を自主返納した方に次の
支援を行っています。ご希望の方は必要書類
をお持ちの上、生活環境課または各総合支所
市民福祉課で申請手続きをしてください。
◇ 「市コミュニティバス」利用料金半額利用者証の交付
対象者　本市の住民基本台帳に記載されている満
　65歳以上の方で、運転免許証を自主返納した方
必要書類（①か②のいずれか）
①警察署などで発行する「申請による運転免
　許の取消通知書」と「健康保険証などの年
　齢が確認できる書類」の両方
② 「運転経歴証明書」（免許を自主返納してか
　ら５年以内に警察署などで申請すると交付
　を受けられます）
※ほかにも65歳以上の方が「運転経歴証明書」を
　提示することで受けられるサービスがありま
　す（例：由利高原鉄道の運賃半額割り引き、秋
　田県警タクシー料金割り引き、バス回数券割
　り引き、市内加盟店での各種割引制度など）
問い合わせ先　生活環境課　☎２４―６２５４、
　または各総合支所市民福祉課

１日～３日　カダーレ・アクアパル・総合体育館・シーガル　休館
５日　市消防出初式 式典　10時半～　㋕
７日　第27回原田記念東北中学校選抜大会（～８日）
　　　　　　　　　　　　　８時～21時（８日16時まで）　
８日　市成人式　13時～　㋕
９日　キッズ女子交流会　10時～14時　

総

総

東北電力・ユアテック　街路灯を寄贈

65歳以上の方の運転免許証
 「自主返納」を支援します

　明るい街づくり、安全・防犯に役立てて
ほしいと、東北電力とユアテックから市に
街路灯25基を寄贈していただきました。街
路灯は本荘と矢島、東由利、西目、鳥海の
５地域で要望が多い場所に設置されます。

左から長谷部市長、
東北電力の小西誠一
本荘営業所長、ユア
テックの谷藤敏和本
荘営業所長
（11月14日の寄贈式）

㋐　　　休館日総

㋕　㋐　　　㋛　休館日総

㋕　㋐　　　㋛　休館日総

㋕　㋐　　　㋛　休館日総
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須田　宣惠さん

土田　ウメさん

三浦　チヨさん

土田　　稔さん

土田　ミツさん

三浦　辰雄さん

佐々木ミチさん

吉田　良一さん

小澤　　勇さん

佐々木愛子さん

田口　　孝さん

加藤　三男さん

小濱　　覺さん

麻生カネヨさん

（出戸上野・70歳）

（矢島町城内・96歳）

（矢島町城内・96歳）

（矢島町七日町・84歳）

（矢島町城内・84歳）

（矢島町木在・86歳）

（岩城亀田大町・98歳）

（岩城亀田愛宕町・89歳）

（岩城亀田最上町・89歳）

（岩城亀田最上町・87歳）

（岩城亀田大町・71歳）

（岩城赤平・85歳）

（曲沢・80歳）

（吉沢・81歳）

佐々木ヒメさん

尾留川ツル子さん

石垣　征子さん

伊藤　良一さん

堀　清太郎さん

小助川オトワさん

佐々木金作さん

村上　ミネさん

伊藤　テツさん

佐々木リヱさん

髙橋　信男さん

佐々木利光さん

佐藤トクヨさん

太田　勇一さん

（川西・88歳）

（前郷・95歳）

（平石・78歳）

（岩谷町・83歳）

（中館・88歳）

（及位・84歳）

（平岫・84歳）

（岩谷町・85歳）

（長坂・89歳）

（中田代・87歳）

（平岫・81歳）

（岩野目沢・88歳）

（東由利舘合・97歳）

（東由利老方・90歳）

阿部コトミさん

麻生　清一さん

佐々木悅夫さん

杉渕　享史さん

畠山　武彦さん

木村由之助さん

柳橋　勝夫さん

赤川　良夫さん

藤山　忠實さん

鈴木　三二さん

鈴木　善治さん

鈴木　佐市さん

三船　タケヨさん

（東由利法内・95歳）

（東由利舘合・71歳）

（東由利宿・84歳）

（西目町出戸・75歳）

（西目町沼田・76歳）

（西目町海士剝・92歳）

（西目町出戸・62歳）

（鳥海町下笹子・86歳）

（鳥海町中直根・84歳）

（鳥海町上笹子・94歳）

（鳥海町才ノ神・87歳）

（鳥海町中直根・93歳）

（鳥海町小川・90歳）

藤井ムツ子さん

速水　　勇さん

明石　愛子さん

山田金太郎さん

小野寺清藏さん

橋本　紀策さん

田口　　　さん

小島善一郎さん

長谷部健一さん

成田　サダさん

佐々木ミヱさん

菊地　　光さん

原田　啓作さん

小川　良雄さん

（西梵天・95歳）

（水林・83歳）

（松ヶ崎・86歳）

（一番堰・85歳）

（御門・78歳）

（石脇・75歳）

（赤田・82歳）

（石脇・88歳）

（松ヶ崎・72歳）

（大中ノ沢・91歳）

（猟師町・87歳）

（石脇・22歳）

（内黒瀬・96歳）

（川口・85歳）

<11月１日～ 15日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課
（または総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。

ＣＨＲＩＳＴＭＡＳ
ＬＩＶＥ@カダーレ

　サックス、ボーカルのＥＲＹＣＡ、ピ
アノの佐竹彩、ドラムの宮川剛による
ＪＡＺＺライブを開催します。
　クリスマスイルミネーションをバック
にＪＡＺＺを聴きながらおいしいお酒と
音楽を楽しみませんか。
日時　12月21日㈬　19時半～（開場19時
会場　カダーレ　ギャラリー
入場料（前売り）　一般３０００円（当日
　５００円増・ドリンク代別）
チケット取り扱い　カダーレ事務局
問い合わせ先　カダーレ事務局　☎２２
　―２５００

　
　健康のために手のひらで簡単にできる、
指ヨガ、ハンドマッサージによるケア方
法を教えます。
日時　12月20日㈫　13時半～15時まで
会場　西目公民館シーガル
定員　30人
講師　齋藤真弓さん
申し込み・問い合わせ先
　西目公民館　☎３３ ―２３１５

　タカアンドトシ、
NON STYLE、佐久間
一行、とにかく明る
い安村、プラスマイ
ナス、バンビーノ、
8.6秒バズーカーが出
演します。笑って寒
さを吹き飛ばしま
しょう‼

日時　平成29年２月15日㈬　18時～
　 （17時半開場）
会場　カダーレ　大ホール
入場料（全席指定・前売り）　Ｓ席３８
　００円、 Ａ席３５００円（当日各５００
　円増）
チケット取り扱い　ゆりぷらざ、チケッ
　トよしもと、チケットぴあ、ローソンチ
　ケット、イープラス、キョードー東北
※５歳以上は有料。４歳以下は膝上のみ
　無料。ただし、お席が必要な場合は有料。
※都合により出演者が変更になる場合が
　あります。
問い合わせ先　キョードー東北　☎０２
　２―２１７―７７８８、カダーレ事務局
　☎２２―２５００

期日　 12月11日㈰　
会場　ウッディホー
　ルこだま
 【手打ちそば講習会】
時間　９時～正午
参加料　千円（材料代）
 【新そば試食会 … 参加料無料】
　　幻のカブといわれる、東由利地域大
　台地区の「野良カブ」を薬味に新そば
　を食します。
時間　13時～15時
申し込み・問い合わせ先　
　石沢公民館　☎２９―２１１１、石沢
　そば郷里の会　井島さん　☎２９―２
　０３５

　過去のこと未来のこといろいろ考えて
お疲れ気味の方へ、心をふんわり軽くす
るお手伝いをします。
日時　12月23日㈮　14時～15時半
会場　カダーレ３階　自然科学学習室２
内容　 「心のしくみ」の講話とワーク
対象　小学３年生以上の方どなたでも
定員　30人　　参加料　無料　
講師　養護教諭　金優子先生（金浦中）
申し込み・問い合わせ先　12月20日㈫
　まで、中央公民館　☎２２―０９００

手打ちそば講習会・
新そば試食会㈬

／１２ ２１
㈰

／１２ １１

家庭教育講座
  「元気を引き出すハッピー講座」㈮

／１２ ２３

よしもとお笑いまつり
in 由利本荘

㈫
／１２ ２０ シーガルセミナー

  「手のひらから健康に」 

）

㈬
／２ １５

15

　　　　本紙11月15日号・６㌻掲載の『「花立ク
　　　　リーンハイツ」来場者３万人を達成』の
　　　　記事内で、「生守恵理子さん」とあるの
　　　　は正しくは「生守恵利子さん」でした。
　　　　おわびして訂正します。

おわび
・訂正

　男女共同参画社会の実現には、あなた
らしく生きがいのある生活を送るための
健康を維持することも大切です。さまざ
まな体の不調、認知症やうつの原因にも
なり得る「生活不活発病」の防止について、
この機会に学んでみませんか？
日時　12月14日㈬　13時半～15時
会場　カダーレギャラリー
内容　 「生活不活発病の予防について」
　 （講師・稲岡一枝さん）
参加費　無料
申し込み・問い合わせ先　総合政策課　
　☎２４―６２２６（当日は市内各地域
　より無料送迎バスが運行します。詳し
　くはお問い合わせください）

　スノーモビルは小学生以上でブレーキ、
アクセル操作が可能な方であれば、気軽
に体験できます。インストラクターが丁
寧に指導します。ご家族・ご友人同士・
子供会行事などでぜひお越しください。
営業期間　12月１日㈭（予定）から平成29
　年３月31日㈮まで（※年末年始休業は
　12月31日～来年１月３日まで）

営業日　水～日曜日の10時～16時（月・
　火曜日は定休日。祝日の場合は営業）
営業内容　スノーモビル体験、歩くス
　キー、ソリ
料金　
☆スノーモビル
　初心者コース　  　（１㌔）        ３２０円
　トライアルコース（２㌔）        ６４０円
　ツーリングコース（10㌔）    ３１５０円
☆歩くスキー（１セット半日）   ５２０円
☆ソリ（１台２時間）　                ２２０円

※営業期間内でも積雪状況により営業で
　きない場合があります。積雪状況をお
　問い合わせの上ご来場ください。
問い合わせ先　南由利原スノーモビルラ
　ンド　☎５３―２１２６、由利総合支
　所産業課　☎５３―２１１４

展示期間　12月３日㈯～１月31日㈫
会場　出羽伝承館（ぽぽろっこ隣）
入館料　無料
問い合わせ先
　出羽伝承館　☎６２―０５０５

　ＢＲＯＮＺＥ道心が、西目高校吹奏楽部
や由利高校民謡部の有志とコラボライブ
を行います。
日時　12月18日㈰　18時～（17時開場）
会場　カダーレ　大ホール
入場料　指定席２５００円、自由席１５
　００円（当日券５００円増）
チケット取り扱い　ゆりぷらざ
問い合わせ先　ＴＥＡＭかぜのわ　植村
　さん　☎０９０―６２２５―８２９３

日時　①12月21日㈬、 ②25日㈰　13時～
会場　ギャラリー花季（美倉町44―2）
参加料　３０００円（材料費込み）
内容　リボンと造花を使ったおしゃれな
　正月飾りの製作
申し込み・問い合わせ先　希望日の７日
　前まで、愛花夢フラワーサロン　橋本
　さん　☎４４―８５４８

14広報ゆりほんじょう 平成28年12月１日号

ゆりほんじょう人形劇
フェスティバル

ディンプルアート・
クリスマス特別講座

㈯ ３
㈬／１２  ７
㈬１４㈬

／１２
２１

㈰２５

　人形劇団が由利本荘に集合!人形作り
体験もあります。
日時　12月11日㈰　９時半～15時半
会場　カダーレ
観劇料　無料（申し込み不要）
出演　よろず劇場とんがらし（プロ・愛
　知県）、ホケキョ影絵芝居（プロ・千
　葉県）、人形劇団クスクス（プロ・由
　利本荘市）ほか県内外の５団体
◇秋田県児童会館による制作教室「紙
　コップでおしゃべり人形を作ろう」も
　同時開催します。
問い合わせ先　文化課　☎３２―１３３７

日時　①12月３日㈯、 ②７日㈬、 
　③14日㈬　10時～
会場　ギャラリー花季（美倉町44―2）
参加料　１５００円（材料費込み）
内容　ステンドグラス風ガラスフレーム
　の製作
申し込み・問い合わせ先　愛花夢フラ
　ワーサロン　橋本さん　☎４４―８５
　４８（希望日を事前に連絡ください）

㈬
／１２ １４

㈰
／１２ １８

男女共同参画市民講座

㈯／１２
／１
３

㈫

～
３１

出羽伝承館企画展
 「田口正子洋画作品展」

㈮／３３１
㈭ 予定／１２ １

～

南由利原
スノーモビルランド
オープン‼

地域活性・市民参加型音楽イベント
ＷＥ  ＭＡＫＥ  ＨＩＳＴＯＲＹ!
～ 私たちが歴史を作る ～

愛花夢フラワーサロン
特別講座

<11月１日～ 15日受け付け分>

渡辺　華子ちゃん（大輝さん）石脇

須藤　想太ちゃん（幸一郎さん）下大野

菊地　　結ちゃん（達也さん）一番堰

佐藤　優斗ちゃん（  鈴  さん）石脇

　か    こ

   そう た

     　  ゆい

   ゆう と

山谷　柚希ちゃん（  翔  さん）水林

櫻田　茉子ちゃん（文人さん）石脇

伊豆　緋菜ちゃん（拓馬さん）石脇

三浦　一智ちゃん（  翔  さん）五十土

ゆず  き

  ま    こ

  ひ    な

  い    ち

髙原　　嶺ちゃん（稔幸さん）大内三川

伊藤　柚葵ちゃん（  智  さん）葛岡

　地　　詩ちゃん（真人さん）中田代

佐々木　錬ちゃん（淳吾さん）西目町海士剝

佐藤　巧武ちゃん（直人さん）西目町沼田

           れい

  ゆず き　　  

　　うた

　 　れん

  たく む

㈰
／１２ １１
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地域包括ケア ～ 最期まで安心して暮らし続ける地域づくり ～

入院・退院支援センター看護副師長　小野 まゆみ

　住み慣れた場所での普段の生活から切り離される形の「入院」や「手術」。その後には、それまでにな
かった介護や医療処置が必要になることがあります。療養生活への不安やご家族への気遣いなどから、退
院について悩まれる方もいらっしゃるのではないでしょうか。
　当院の入院・退院支援センターは、平成28年６月より医療福祉相談室と統合し、患者様を囲む専門職
が協力して、医療から在宅への切れ目のないサポートで、退院後の生活を安心してお過ごしいただけるよ
うお手伝いしています。病気があっても介護が必要になっても、懐かしい人や風景、愛着のある物に囲ま
れたその方らしい療養生活の場を整えるため、お役に立ちたいと願っています。
　入院や退院に関して心配なことやわからないことの相談窓口として、どうぞお気軽にお立ち寄りくださ
い。  ※入院・退院支援センターは、正面玄関を入って右、歯科口腔外科の隣にあります。

問い合わせ先：地域包括支援センター　☎２４－６３２４

▶▶催し・おしらせ
■湯ったりほのぼの教室
　どなたでも気軽にお越しください。
日時　12月22日（木）９時半～11時
会場　鶴舞温泉　中広間
内容　健康相談・血圧測定（９時半～
　10時）、お口元気に歯ッピーに（10
　時～11時）

■こころの相談日
　無料で臨床心理士とお話できます。
開催日　12月22日（木）
相談時間　10時～10時45分、11時～
　11時45分、13時半～14時15分
　※１人45分・予約制です
会場　本荘保健センター
申し込み　12月15日（木）まで、
　　　　　健康管理課へ

■由利組合総合病院「サロンおひさま」
　がんを経験した方やその家族、関心
のある方のためのサロンです。
開催日　12月20日（火）
内容・時間　谷合久憲医師による学習
　会「がんと共に自宅で過ごすという
　こと」 （11時～11時半）、茶話会など
　 （13時半～15時）
会場　由利組合総合病院がん相談支援
　センター（１階新患受付向かい）
問　由利組合総合病院がん相談支援セ
　ンター　☎２７－１２００

■第５回「がん体験者の集い」
　がんを体験した人たちが企画。体験
者同士、病院の外で集まって語り合え
る場です。ご家族や関心のある方の参
加もお待ちしています。
日時　12月17日（土）　10時～正午
会場　市民交流学習センター
問　由利組合総合病院がん相談支援セ
　ンター　☎２７－１２００

■人工肛門・人工膀胱の方へ
　お互いの体験の中から不安や悩みな
どを話し合い、手術後の第２の人生を
安心して過ごしていきませんか。日本
オストミー協会への入会をお待ちして
います。
入会金：1000円　年会費：3600円
問　日本オストミー協会秋田県支部　
　由利本荘支会　中津川さん　☎２２
　－２９８０
　　由利組合総合病院がん相談支援セ
　ンター　☎２７－１２００

◇
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

今野　 ナヲヱさん
（大正５年11月16日生まれ・岩城道川）

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

満100100歳満100歳おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます

～ これからもお元気でお過ごしください ～

ぼうこう

12日（月）

15日（木）

23日（金）

～ご協力ください～

実　施　場　所受付時間
９:00 ～ 11:30 磐田電工㈱秋田工場

東由利総合支所
秋田ルビコン㈱

13:00 ～ 14:00
大東精機㈱

カダーレ

15:00 ～ 15:30
10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 16:00

10:00 ～ 11:00

日 12月の予定当番医師 ＜敬称略＞

【持ち物】保険証、お薬手帳
　　本荘由利広域休日応急診療
　　所（☎24－3917）、平日は健
　　康管理課（☎22－1834）

内科・小児科
休日応急診療所 ４日㈰　村田　　誠

11日㈰　山田　暢夫
18日㈰　矢崎　憲二
23日㈮　酒見喜久雄
25日㈰　三浦　　忍

診療時間：10時～16時
（受付時間：15時半まで）

※当番医師は変更になる場合があります

※原則として、全血献血で400ml献血をお願いしております

問

12 月 献血日程

16広報ゆりほんじょう 平成28年12月１日号

冬の高血圧に注意!
　冬は寒さの影響で血圧が大きく変動する季節
です。朝目覚めて布団から出たとき、暖房が効
いている室内から外へ出たときなど、急な寒さ
を感じると、血圧は急上昇します。
　日頃から血圧が高い人は、狭心症の発作や心
筋梗塞など、思わぬ事態につながることもある
ので注意が必要です。また、血圧が正常な人も、
高血圧予防のために健康的な生活を心がけま
しょう。

  高血圧を防ぐ生活習慣のポイント
　　•食事・・・１日３食、バランスの良い食事をとる
　　　　　　　   薬味や果汁、香辛料をうまく使って塩分を控える
　　　　　　　   塩辛や漬け物などは少量にして、麺類の汁は飲みきらない
　　　　　　　   野菜やキノコ、海藻類、豆類を十分にとる　
　　•運動・・・ウオーキングやジョギングなどの有酸素運動を行う
　　　　　　　   いつもより歩幅を広く、速めに歩くようにする
　　　　　　　   掃除や洗濯など、家事をこまめにする
　　　　　　　   子どもと遊んで体を動かす
●高血圧を防ぐためには、ストレスをためないことも重要です。自分なりの
　ストレスコントロール術を身につけ、冬も明るく元気に過ごしましょう!

木

水

月



話題の取り組み、注目の人Attractive People

思えば、遠くへF rom afar

ど
も
を
遊
び
に
連
れ
て
行
っ
た
ら
い

い
の
？
」
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か

り
だ
っ
た
の
に
加
え
、
既
存
の
子
育

て
サ
ロ
ン
は
子
ど
も
を
メ
イ
ン
に
し

た
も
の
が
多
い
と
感
じ
た
そ
う
。
そ

こ
で
、
母
親
を
メ
イ
ン
に
し
た
子
育

て
サ
ー
ク
ル
を
作
ろ
う
と
、
ま
ま

ち
ょ
こ
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
の
菅
原
清
香
さ
ん
（
32
歳
・

石
脇
・
写
真
左
）
は
「
実
際
に
イ
ベ

ン
ト
を
や
っ
て
み
た
ら
思
っ
た
以
上

に
多
く
の
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
小

さ
い
子
ど
も
を
連
れ
て
外
出
す
る
の

は
大
変
な
の
に
、
そ
れ
で
も
来
て
く

れ
て
う
れ
し
い
。
今
後
も
い
ろ
ん
な

形
で
情
報
交
換
の
場
を
作
っ
て
期
待

に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
ま
ち
ょ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
、
気

ま
ま
に
話
せ
る
「
お
し
ゃ
べ
り
カ

フ
ェ
」
の
ほ
か
、「
み
そ
ボ
ー
ル
作

り
」
や
「
こ
け
玉
作
り
」
な
ど
、
地

元
の
企
業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
由
利
本
荘
市

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
協
力
し

て
く
れ
る
企
業
を
募
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
に
挑
戦
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
時
、
子
ど
も
に
目

を
配
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
中
。
人
の
輪
を
広
げ
、
母
か
ら

母
へ
と
長
く
受
け
継
が
れ
て
い
く

サ
ー
ク
ル
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

18広報ゆりほんじょう 平成28年12月１日号

市
民
交
流
サ
ロ
ン
は
、
市
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
自
慢
の
ス
ポ
ッ
ト
、
お
い
し
い
逸
品
、
お
知
り

合
い
の
情
報
な
ど
を
、
広
報
課
（
☎
24
ー
６
２
３
６
）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。   ※

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
と
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
は
巻
末
に
記
載
。

　

東
京
都
練
馬
区
出
身
の
佐
久
間
さ

ん
は
、
昨
年
４
月
に
由
利
本
荘
に
越

し
て
き
ま
し
た
。
移
住
の
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
は
、
由
利
本
荘
市
を
拠

点
に
活
動
す
る
バ
ン
ド
「
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ｚ
Ｅ
道
心
」
と
の
出
会
い
。
そ
れ
ま

で
音
楽
に
興
味
が
あ
る
タ
イ
プ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、 

Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｎ

Ｚ
Ｅ
道
心
の
演
奏
が
心
に
響
き
、
そ

の
後
一
緒
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
少
し
経
験
の
あ
っ
た
和
太

鼓
で
演
奏
に
参
加
し
、
つ
い
に
は
石

脇
に
移
り
住
ん
で
正
式
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
た
佐
久
間
さ
ん
。「
太
鼓
は
叩

い
て
音
を
出
す
シ
ン
プ
ル
な
楽
器
。

そ
の
ぶ
ん
一
打
に
思
い
を
込
め
や
す

い
の
が
魅
力
」
と
話
し
ま
す
。

　

移
住
の
際
、
仕
事
探
し
が
ハ
ー
ド

ル
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
は
市
内
の

福
祉
施
設
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
は

じ
め
は
戸
惑
っ
た
利
用
者
の
方
言
に

も
す
っ
か
り
慣
れ
、
今
で
は
自
分
も

な
ま
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
と
笑
い
ま

す
。「
こ
ち
ら
の
方
々
は
仲
良
く
な

る
ま
で
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
り
も

し
ま
す
が
、
一
旦
仲
良
く
な
る
と
と

て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
優
し
い
人
ば

か
り
。
由
利
本
荘
は
海
も
山
も
川
も

あ
っ
て
本
当
に
自
然
が
魅
力
的
な
所

だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
冬
の
厳
し
さ

は
東
京
と
は
全
然
違
う
の
で
『
生
き

て
る
!
』
と
い
う
感
じ
が
し
て
大
好

き
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
近
は
和
太
鼓
の
ほ
か
に
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
始
め
、
12
月
18
日
に

カ
ダ
ー
レ
で
行
う
音
楽
イ
ベ
ン
ト

（
記
事
14
㌻
） 

で
は
、
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
初
披
露
す
る
そ
う
。「
今

回
の
ラ
イ
ブ
は
地
元
の
高
校
生
た
ち

と
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
の
で
楽

し
み
。
高
校
生
も
す
ご
く
頑
張
っ
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
見
に

来
て
も
ら
い
た
い
で
す
!
」
と
気
合

い
十
分
で
す
。　

引
き
締
ま
っ
た
表
情
で
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
佐
久
間
さ
ん

　

ま
ま
ち
ょ
こ
は
、
子
育
て
中
の
マ

マ
７
人
で
昨
年
結
成
し
た
サ
ー
ク
ル

で
す
。
今
年
の
春
先
か
ら
活
動
を
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
を
発
行
し
た
り
、
マ
マ
た
ち
が

子
ど
も
を
連
れ
て
参
加
で
き
る
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し

て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
７
人
全

員
が
市
外
出
身
。
結
婚
や
旦
那
さ
ん

の
仕
事
の
都
合
で
由
利
本
荘
市
に

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
慣
れ
な
い
土

地
で
の
子
育
て
は
苦
労
が
多
か
っ
た

と
い
い
ま
す
。「
ど
こ
で
悩
み
を
相

談
し
た
ら
い
い
の
？
」「
ど
こ
に
子
子育て中のお母さんや活動に興味を持った人必見! ままちょこFacebookページあります・・・https://www.facebook.com/mamachocotto/

ク
ッ
キ
ン
グ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
向
け

実
際
に
調
理
し
て
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
メ
ン
バ
ー
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ちょっとひといき・・・

◆
10
月
に
由
利
本
荘
市
で
開
催
さ

れ
た
全
国
フ
ッ
ト
パ
ス
の
集
い
で
、

城
下
町
コ
ー
ス
「
本
荘
」
を
案
内

し
ま
し
た
。
東
京
都
・
神
奈
川
県

 

・
北
海
道
な
ど
か
ら
訪
れ
た
お

客
様
か
ら
「
こ
の
あ
た
り
の
積
雪

の
量
が
わ
か
る
よ
う
に
、
バ
ス
停

の
ポ
ー
ル
に
目
印
を
つ
け
て
み
て

は
？
」「
旧
城
下
町
の
町
並
み
と

都
市
計
画
道
路
が
マ
ッ
チ
し
て
い

◆ 

。

 

（
畑
山
さ
ん
・
65
歳
・
東
由
利
地
域
）

て
素
晴
ら
し
い
。
旧
町
名
や
由
来

な
ど
の
標
柱
が
あ
っ
た
ら
も
っ
と

良
い
」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
本

荘
う
ど
ん
や
地
酒
で
の
お
も
て
な

し
も
賞
賛
さ
れ
、
市
の
宝
物
を
全

国
の
皆
さ
ん
に
発
信
で
き
た
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

 

（
加
川
さ
ん
・
71
歳
・
本
荘
地
域
）

マ
ト
な
ど
、
夏
野
菜
が
苦
手

な
私
。
冬
は
根
菜
類
な
ど
好

き
な
野
菜
が
多
く
て
助
か
り
ま
す

が
、
大
人
に
な
っ
て
も
好
き
嫌
い

が
あ
る
の
は
恥
ず
か
し
く
、
少
し

で
も
克
服
し
た
い
で
す
。

リ
ー
と
い
え
ば
も
う
す
ぐ
ク

リ
ス
マ
ス
。
子
ど
も
が
小
さ

い
と
き
は
、
ど
の
ホ
ー
ル
ケ
ー
キ

に
す
る
か
悩
み
ま
し
た
が
、
今
は

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
で
す
。

ア
を
怠
る
と
、
す
ぐ
乾
燥
す

る
冬
の
手
の
ひ
ら
。
紙
が
め

く
れ
な
く
て
仕
事
中
イ
ラ
イ
ラ…

と
な
ら
な
い
よ
う
、
保
湿
を
心
が

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
ン
あ
ふ
れ
る
、
小
惑
星
「
ミ

チ
カ
ワ
」
の
命
名
。
佐
々
木

さ
ん
の
ロ
ケ
ッ
ト
に
寄
せ
る
思
い

が
こ
の
た
び
の
命
名
へ
と
つ
な
が

り
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
宇
宙
へ

と
い
ざ
な
う
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

トツケロ

（
蔵
）

（
さ
）

（
高
橋
）

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

クリスマス気分を先取り
♪

　現存する木造校舎として県内最大級
の規模を誇り、国登録有形文化財に
なっている旧鮎川小学校の校舎。小学
校としての役割を終えた近年は、その
趣のあるたたずまいが愛され、さまざ
まなイベントの会場としても使われて
います。

　季節ごとにまわりの自然環境と調和
して豊かな表情を見せてくれるこの校
舎は今、校舎前のイチョウなどに飾ら
れたカラフルなイルミネーションで彩
られています。電飾は、校舎の保存や
利活用などを考える「鮎の風実行委員
会」の会員が協力して取り付けたもの
で、約12,000個の電球が生み出す幻想
的な雰囲気が、寒い冬でも心をあたた
めてくれそうです。
　旧鮎川小学校のイルミネーション
は、来年１月15日まで毎日点灯される
予定です。時間は16時から22時頃ま
で。クリスマスイブと大晦日は終夜楽
しむことができます。
この時期ならではの
景色、ぜひお楽しみ
ください。

近くの保育園児も牛やヤギの見学にやってきました。
  「葉っぱも食べるんだね～」と興味津々。
　　　　　　

◆
笑
売
繁
盛
で
載
っ
て
い
た
民
宿

横
丁
の
み
そ
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
メ
ン

が
お
い
し
そ
う
で
す
。
今
度
家
族

で
食
べ
に
行
き
た
い
で
す
。

 

（
山
崎
さ
ん
・
９
歳
・
岩
城
地
域
）

◆
広
報
に
は
毎
号
必
ず
誰
か
知
り

合
い
が
登
場
す
る
の
で
、
そ
の
記

事
や
写
真
を
探
す
の
が
習
慣
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
市
民
が

主
役
に
な
れ
る
魅
力
的
な
広
報
紙

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
佐
々
木
さ
ん
・
41
歳
・
鳥
海
地
域
）

◆
年
度
始
め
に
由
利
本
荘
市
に

引
っ
越
し
て
き
て
か
ら
、
広
報
が

大
切
な
情
報
源
で
す
。
幅
広
い
地

域
の
情
報
を
収
集
で
き
て
助
か
っ

て
い
ま
す
。

 

（
阿
部
さ
ん
・
46
歳
・
東
由
利
地
域
）

111111
民宿横丁「ご予約宴会１人あたり500円割引券」

を３人にプレゼント!
クイズの答え　Q１→１　Q２→３

三浦由美子さん
加川　正夫さん
山崎　美心さん

（本荘地域）
（本荘地域）
（岩城地域）

「すごい!本当にバターができてきた!」
　わくわくモーモースクールで（記事４㌻）

６６
まち散歩
 ・味めぐり
まち散歩
 ・味めぐり


